
１　８月の見通し

品目名　いちじく

2020年 292 885 愛知 35%

実 2021年 230 891 和歌山 31%

2022年 259 904 静岡 13%

績 2023年 253 932

2024年 228 1,068

252 936

230 950

　愛知産は他県産より品質の評価
が高い。今年は７月初旬からカビ
や病果が目立ち、着色が薄い事例
もある中で、７月下旬から露地物
の入荷が始まる。返品にならない
ように品質に気を付けてほしい。

５ヵ年平均

2025年見通し

愛知産の動き 産地概況

　本県の作付面積は、前年に比べやや減少し
ている。競合産地の和歌山、静岡も、生産者
の高齢化による離農が進み、前年に比べてや
や減少している。
　本県産の入荷は、７月下旬から露地物の入
荷が始まる。品種は「サマーレッド」が知多
から入荷し、「桝井ドーフィン」が西三河、
東三河から入荷する。露地物の生育は順調
で、入荷量は前年並だが、干ばつの影響で小
玉傾向になる予想。入荷のピークを旧盆明け
に迎え、入荷は11月上旬まで続く見込み。

競合産地の動き（和歌山） 競合産地の動き（静岡）

東京都中央卸売市場における８月の主要な愛知産青果物の動向

　　　 区分
実績等

入荷量
(ｔ)

卸売価格
(円/kg)

前年上位３産地（％） 市場からの提言等
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２　入荷量・価格の動き

品目名　ぎんなん

前年上位３産地（％） 愛知 66% 埼玉 15% 茨城 13%

品目名　とうがん

前年上位３産地（％） 神奈川 45% 愛知 29% 茨城 12%

愛知産の動き 産地概況

　入荷量は７月下旬にピークとなったが、各
産地とも生育順調であるため、８月は大きな
減少なく推移する見込み。本県産は品質が良
く、順調な入荷が見込まれる。
　８月は、学校給食がなく業務需要が減るた
め、上中旬は荷動きが多少鈍くなる。下旬以
降は、９月の学校給食のための需要が増える
ので荷動きは回復する。

競合産地の動き（神奈川） 競合産地の動き（茨城）

　本県産の入荷は、８月中旬から早出し品種
の「久寿」が始まる。競合産地の埼玉、茨城
は概ね前年並の入荷量が見込まれる。
　全国的に高温や小雨が続いており、本県産
については10月から入荷予定の「藤九郎」で
障害果の発生が懸念される。

競合産地の動き（埼玉） 競合産地の動き（茨城）

愛知産の動き 産地概況
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